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千葉県

監
督

染
谷

恒
治
（
柏
市
）

選
手

先
鋒

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

次
鋒

関
川
紗
衣
子
（
夷

隅
）

六
将

吉
井

加
恵
（
船
橋
市
）

五
将

中
田
竜
之
介
（
習
志
野
市
）

四
将

筒
井

雄
大
（
夷

隅
）

三
将

髙
橋

直
樹
（
山

武
）

副
将

蒔
田

直
人
（
夷

隅
）

大
将

白
石

哲
朗
（
千
葉
市
）

第
六
十
一
回
関
東
七
県
対
抗
剣
道
大
会
が
七

月
二
十
四
日
、
茨
城
県
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
大
会
、
先

月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急

激
な
感
染
拡
大
で
、
開
催
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
茨
城
県
剣
道
連
盟
の
役
員
・
関
係
者
の
皆

様
方
の
お
か
げ
で
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
61
回

関
東
七
県
対
抗
剣
道
大
会

前
日
の
調
整
稽
古
に
お
い
て
は
、
忍
足
会
長

か
ら「
コ
ロ
ナ
禍
で
充
分
な
稽
古
が
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
と
の
激
励
を
受
け
試
合
に
臨
み
ま

し
た
。

予
選
リ
ー
グ
は
第
2
組
、
千
葉
県
、
茨
城
県

A
、
山
梨
県
、
栃
木
県
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で

し
た
。

第
一
試
合
は
前
回
優
勝
し
た
茨
城
県
A
、
初

戦
の
硬
さ
か
ら
接
戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
終
盤

の
逆
転
で
2
対
1
で
勝
利
、
続
く
二
試
合
目
、

山
梨
県
と
の
対
戦
は
女
性
陣
の
頑
張
り
で
3
対

2
で
勝
利
し
ま
し
た
。

三
試
合
目
は
本
年
の
国
体
開
催
地
、
栃
木
県

と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。
国
体
に
向
け
た
強

化
を
積
み
重
ね
て
来
た
だ
け
あ
っ
て
試
合
の
動

き
も
良
く
接
戦
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

序
盤
は
1
対
2
で
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
男
性
陣
が
踏
ん
張
り
2
勝
を
あ
げ
3

対
2
で
勝
利
。
決
勝
進
出
を
果
た
し
、
神
奈
川

県
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

選
手
8
名
の
う
ち
警
察
官
5
名
を
擁
す
る
神

奈
川
県
に
対
し
、
選
手
全
員
が
攻
め
の
試
合
を

展
開
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
0
対
2
で
敗
れ
ま

し
た
。

今
後
は
本
大
会
の
経
験
を
生
か
し
た
稽
古
に

取
り
組
み
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
、
そ
し
て
本

国
体
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
選
手
強

化
事
業
へ
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
大
会
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

監
督

染
谷

恒
治

記

予選リーグ

2 組 千葉県 茨城県 A 山梨県 栃木県 順位

千葉県 3—
2

5—
3

3—
3 1

茨城県 A 2—
1

7—
4

3—
2 3

山梨県 4—
2

5—
3

4—
1 4

栃木県 2—
2

7—
5

8—
5 2

決勝戦

神奈川県
神奈川県 4—

2

1—
0

第
61

関
東
七
県
惜
し
く
も

準
優
勝
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の
大
会
で
し
た
。
名
だ
た
る
名
選
手
が
選

出
さ
れ
、
技
を
競
い
合
う
、
剣
道
に
お
け

る
最
高
峰
の
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
選
出
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
特
に
こ
の
大
会
に
向
け
て

特
別
に
何
か
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
準
備

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
十
六
回
大
会
で
は
三
回
戦
で
石
田
利
也

先
生
に
敗
れ
ま
し
た
。
敗
れ
た
あ
と
、
試
合

を
観
戦
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
勝
負
を
す

れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
と
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
ま
し
た
。

翌
年
の
第
十
七
回
大
会
で
は
二
回
戦
で
前

年
度
優
勝
の
恩
田
浩
司
先
生
（
東
京
）
に
敗

れ
ま
し
た
。

今
ま
で
各
種
大
会
等
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、八
段
戦
と
い
う
、ま
た
違
っ

た
試
合
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
第
十
八
回
大
会
は
中
止
。
第

十
九
大
会
に
は
直
前
で
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
稽
古
を
し
て
い
た
の
か

稽
古
が
で
き
な
い
期
間
は
素
振
り
や
足
捌

き
、
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も

基
本
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
十
分
で
も

二
十
分
で
も
時
間
を
作
っ
て
基
本
練
習
。
試

合
で
も
審
査
で
も
体
を
前
に
出
す
と
い
う
点

に
お
い
て
、
基
本
練
習
は
最
も
重
要
な
稽
古

で
す
。
自
ら
仕
掛
け
て
技
を
出
す
、
常
に
打

ち
切
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
剣
道
が
で

第
二
十
回
全
日
本
選
抜
剣
道
八
段
優
勝
大
会

優
勝
ま
で
の
道
の
り

令
和
四
年
四
月
十
七
日
（
日
）、
愛
知
県

名
古
屋
市
・
中
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
全
日
本
選
抜
剣
道
八

段
優
勝
大
会
。
こ
の
大
会
で
染
谷
恒
治
先
生

（
千
葉
県
警
）
が
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
前
身
で
あ
る
第
二
十
四
回
明
治

村
剣
道
大
会
に
お
い
て
現
会
長
忍
足
功
先

生
が
準
優
勝
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
上
回
る
千
葉
県
で
は
初
と
な
る
輝
か
し
い

成
績
で
す
。

そ
の
染
谷
先
生
に
八
段
選
抜
優
勝
ま
で
の

道
の
り
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

自
身
の
八
段
選
抜
大
会
の

位
置
づ
け
は

平
成
三
十
年
の
第
十
六
回
大
会
に
お
い

て
初
め
て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
は
八
段
選
抜
は
私
に
と
っ
て
は
別
世
界

き
る
体
と
心
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

と
に
か
く
自
分
の
理
想
と
す
る
剣
道
か
ら

ぶ
れ
ず
に
、
ま
っ
す
ぐ
打
ち
切
る
こ
と
。
こ

の
稽
古
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
選
出

今
大
会
に
対
す
る
意
気
込
み
や

対
策
は
あ
っ
た
の
か

大
会
前
に
ど

の
よ
う
な
先
生

方
が
出
場
す
る

の
か
と
い
う
こ

と
は
、
少
し
だ

け
確
認
し
ま
し

た
が
、
対
戦
相

手
が
誰
で
あ
る

か
ら
対
策
を
考

え
る
よ
う
な
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

対
戦
相
手
は
様
々
な
大
会
で
結
果
を
残
し
て

き
た
名
選
手
ば
か
り
で
す
。
自
分
の
剣
道
を

し
て
、
試
合
ひ
と
つ
一
つ
を
乗
り
越
え
て
い

く
だ
け
。
そ
う
い
う
感
覚
で
臨
み
ま
し
た
。

こ
の
大
会
、
い
ち
ば
ん
苦
し
か
っ
た
の

は
二
回
戦
の
恩
田
先
生
と
の
対
戦
で
し
た
。

前
回
敗
れ
て
い
る
ま
す
の
で
、
恩
田
先
生

の
誘
い
に
動
じ
な
い
よ
う
我
慢
し
て
、
こ

ち
ら
も
し
つ
こ
く
攻
め
て
崩
す
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。

そ
の
後
の
対
戦
も
自
分
の
剣
道
を
貫
く
こ

と
だ
け
を
心
掛
け
た
結
果
、
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
今
回
の
大
会
で
は
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
も
う
終
わ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
貴
重
な
体
験
を
も
と

に
、
自
分
の
剣
道
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

と
残
心
を
し
め
し
て
く
れ
た
染
谷
先
生
。

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
四
年
七
月
三
十
日
）

山
武
剣
道
連
盟
に
お
い
て
各
役
職
を
歴
任

し
、
連
盟
の
組
織
化
を
図
り
、
女
子
部
の
創

設
や
少
年
指
導
、
後
進
の
育
成
等
、
連
盟
の

発
展
に
大
き
く
付
与
し
た
。

ま
た
、
教
育
長
在
任
期
間
中
に
は
山
武

市
内
の
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
尽

力
し
、
各
方
面
か
ら
剣
道
の
普
及
に
大
き

く
貢
献
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
眞
心
館
道
場
を
開
館
。

以
来
、
一
般
の
稽
古
に
開
放
し
、
少
年
の

指
導
を
続
け
る
。

平
成
一
五
年
よ
り
十
年
間
、
小
見
川
剣

道
連
盟
会
長
を
務
め
る
。

平
成
二
十
七
年
よ
り
香
取
剣
道
連
盟
会

長
と
し
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
す
る
。

「
剣
道
有
功
賞
」
は
、
地
域
ま
た
は
特

定
の
領
域
で
、
長
年
に
亘
っ
て
功
績
の

あ
っ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
令
和
三
年

度
、
千
葉
県
で
は
次
の
二
名
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

金田 重興
ʢ�� ʣࡀ

細根 征夫
ʢ�8 ʣࡀ

令
和
3
年
度

全
日
本
剣
道
連
盟
有
功
賞
受
賞

Photo: Kendo-World

染
谷
恒
治
先
生
に
聞
く
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井
上

大
基
（
松
戸
市
）

松
丸

宏
志

（
松
戸
市
）

加
瀬

利
樹
（
松
戸
市
）

小
西
有
里
沙

（
松
戸
市
）

松
尾

俊
直
（
成

田
）

堀
部　
　

大

（
成

田
）

永
井

杏
奈
（
成

田
）

山
村

彩
乃

（
成

田
）

中
野

美
里
（
成

田
）

山
下

璃
子

（
成

田
）

山
本

百
合
（
成

田
）

梶
ケ
谷
正
人

（
匝

瑳
）

坂
本

晴
信
（
山

武
）

大
谷

洸
多

（
山

武
）

髙
山

裕
司
（
長

生
）

藤
間

翔
栄

（
長

生
）

髙
槗

未
来
（
長

生
）

永
谷

泰
雅

（
夷

隅
）

大
島

健
輔
（
夷

隅
）

境

明
日
花

（
夷

隅
）

酒
巻
こ
こ
ろ
（
夷

隅
）

山
口
菜
々
実

（
夷

隅
）

小
川

真
生
（
夷

隅
）

髙
野

菜
央

（
夷

隅
）

渡
邊

雄
紀
（
君
・
木
）

越
田

佳
朋

（
長

狭
）

下
田

隆
平
（
長

狭
）

黒
須

陽
介

（
市
原
市
）

近
藤

海
斗
（
市
原
市
）

三
瓶

利
理

（
安

房
）

深
野

晶
博
（
柏

市
）

佐
々
木
正
典
（
我
孫
子
市
）

小
林

秀
人
（
流
山
市
）
菊
地
晃
太
朗
（
鎌
ヶ
谷
市
）

白
川　
　

実
（
鎌
ヶ
谷
市
）

鍋
島　
　

大
（
鎌
ヶ
谷
市
）

花
島

慶
和
（
佐

倉
）

月
田

慶
子

（
佐

倉
）

浅
野

師
範
（
浦
安
市
）

永
友

昌
彦

（
浦
安
市
）

我
妻

英
典
（
浦
安
市
）

剣
道
七
段

（
福
岡
8
月
6
日
）

野
口

康
仁
（
千
葉
市
）

剣
道
六
段

（
福
岡
8
月
7
日
）

仁
ノ
平
貴
士
（
市
川
市
）

剣
道
七
段

（
新
潟
8
月
20
日
）

眞
田
美
智
子
（
千
葉
市
）

樋
口
寛
次
郎

（
千
葉
市
）

加
藤

龍
雄
（
船
橋
市
）

小
松　
　

梓

（
成

田
）

橋
本

修
一
（
匝

瑳
）

小
関　
　

歩

（
長

生
）

松
田

洋
平
（
夷

隅
）

中
川

智
樹

（
安

房
）

小
谷

明
德
（
館

山
）

賀
澤

信
治

（
柏

市
）

剣
道
六
段

（
福
岡
8
月
21
日
）

柴
﨑　
　

明
（
千
葉
市
）

日
賀
野

博
（
習
志
野
市
）

井
上　
　

満
（
船
橋
市
）

小
谷　
　

惇

（
市
川
市
）

松
島　
　

央
（
市
川
市
）

高
原

一
祥

（
市
川
市
）

堀
越

史
生
（
野
田
市
）

関
口

博
幸

（
香

取
）

熱
海

吉
宏
（
山

武
）

小
髙

理
文

（
長

生
）

山
本

大
喜
（
夷

隅
）

岩
崎　
　

聖

（
夷

隅
）

岩
田

圭
一
（
夷

隅
）

熊
谷

省
吾

（
市
原
市
）

上
田

睦
史
（
八
千
代
市
）

各
種
大
会
・
講
習
会
等
報
告

剣
道
六
段

（
京
都
4
月
29
日
）

日
野

厚
子
（
千
葉
市
）

吉
田　
　

智（
習
志
野
市
）

平
野

和
美
（
匝

瑳
）

剣
道
七
段

（
京
都
4
月
30
日
）

川
﨑

洋
一
（
船
橋
市
）

金
澤

富
雄

（
成

田
）

深
堀

和
紀
（

旭

）

小
川

仁
士

（
夷

隅
）

石
井

健
広
（
佐

倉
）

剣
道
八
段

（
京
都
5
月
1
日
）

須
合

康
二
（
匝

瑳
）

居
合
道
錬
士

（
東
京
5
月
3
日
）

卜
部

和
夫
（
居
合
道
）

剣
道
教
士

（
東
京
5
月
6
日
）

岩
崎
祐
一
郎
（
千
葉
市
）

宇
津
野
徳
利

（
千
葉
市
）

深
田

和
広
（
船
橋
市
）

辻　
　

勝
之

（
船
橋
市
）

金　
　

浩
昭
（
市
川
市
）

横
山

純
一

（
松
戸
市
）

堀
田

義
雄
（
松
戸
市
）

上
田

泰
久

（
成

田
）

古
野　
　

伸
（
匝

瑳
）

飯
島

照
美

（
長

生
）

江
澤

秀
和
（
夷

隅
）

田
中

陽
一

（
夷

隅
）

髙
瀬

利
武
（
夷

隅
）

小
山

和
利

（
君
・
木
）

作
山

浩
隆
（
君
・
木
）

伊
賀
妃
都
美

（
市
原
市
）

小
幡

裕
之
（
館

山
）

浜
田

穂
積

（
柏

市
）

剣
道
錬
士

（
東
京
5
月
6
日
）

鈴
木　
　

順
（
千
葉
市
）

本
村　
　

修

（
千
葉
市
）

竹
﨑

一
誠
（
船
橋
市
）

大
塚

和
幸

（
船
橋
市
）

田
中

正
實
（
船
橋
市
）

安
田

春
曉

（
野
田
市
）

小
髙　
　

忠
（
長

生
）

新
藤　
　

一

（
君
・
木
）

伊
南

俊
男
（
君
・
木
）

佐
々
木
信
次

（
長

狭
）

西
長

義
和
（
市
原
市
）

後
藤

末
勅

（
流
山
市
）

菅
野　
　

隆
（
八
千
代
市
）

剣
道
七
段

（
愛
知
5
月
14
日
）

鈴
木

基
弘
（
千
葉
市
）

澁
谷　
　

宏

（
船
橋
市
）

石
崎

哲
理
（
松
戸
市
）

渡
邊

正
男

（
成

田
）

石
坂

洋
介
（

旭

）

嘉
瀬

和
志

（
山

武
）

安
藤

一
博
（
君
・
木
）

近
藤

祐
介

（
市
原
市
）

剣
道
六
段

（
東
京
5
月
15
日
）

髙
橋

大
輔
（
千
葉
市
）

常
住

勝
次

（
千
葉
市
）

中
村

裕
太
（
市
川
市
）

藤
村
健
太
朗

（
市
川
市
）

柴
田

文
子
（
市
川
市
）

青
木　
　

稔

（
松
戸
市
）

安
部　
　

智
（
成

田
）

木
暮

浩
良

（
成

田
）

圡
方

浩
規
（
香

取
）

秋
元

誠
道

（
柏

市
）

梅
野　
　

浩
（
佐

倉
）

坂
本

康
貴

（
浦
安
市
）

居
合
道
六
段

（
岡
山
7
月
22
日
）

中
島　
　

進
（
居
合
道
）

居
合
道
七
段

（
岡
山
7
月
22
日
）

髙
橋

謙
一
（
居
合
道
）

剣
道
五
段

（
県
武
道
館
8
月
14
日
）

二
木

翔
大
（
千
葉
市
）

曽
我
部
安
啓

（
千
葉
市
）

大
﨑

修
平
（
千
葉
市
）

管
家

寿
一

（
千
葉
市
）

森
川

利
典
（
千
葉
市
）

形
野

雄
紀

（
千
葉
市
）

白
神

和
幸
（
習
志
野
市
）

中
野

英
之
（
習
志
野
市
）

大
橋

健
太
（
船
橋
市
）

山
口　
　

敦

（
船
橋
市
）

武
村

浩
希
（
船
橋
市
）

佐
々
木
善
丈

（
船
橋
市
）

長
谷
川
藤
生
（
船
橋
市
）

鈴
木

義
信

（
船
橋
市
）

三
原

大
和
（
市
川
市
）

曽
根
田
和
久

（
市
川
市
）

佐
藤

享
男
（
市
川
市
）

伊
藤

雅
人

（
市
川
市
）

小
山

哲
平
（
松
戸
市
）

小
菅

祥
平

（
野
田
市
）

佐
野

遊
太
（
成

田
）

早
川

真
央

（
成

田
）

西　
　

宏
文
（
山

武
）

中
村

友
治

（
長

生
）

東
間

一
博
（
長

生
）

白
鳥

源
也

（
夷

隅
）

フ
ァ
リ
ア
ス
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
ル
イ
ス

（
夷

隅
）

栗
原
昂
太
郎

（
君
・
木
）

田
村　
　

駿
（
君
・
木
）

柏
井　
　

守

（
君
・
木
）

丸
山
雄
太
郎
（
長

狭
）

川
崎

沙
月

（
市
原
市
）

荘
司
ち
ひ
ろ
（
市
原
市
）

石
井

堅
也

（
館

山
）

石
河

佳
樹
（
柏

市
）

小
笠
原

剛

（
柏

市
）

神
田

泰
貴
（
柏

市
）

宮
田

伸
一

（
柏

市
）

百
瀬
雄
一
郎
（
柏

市
）

塚
副

貴
子
（
我
孫
子
市
）

山
田

崚
平
（
八
千
代
市
）

正
木

行
雄
（
八
千
代
市
）

梅
田

静
華
（
八
千
代
市
）

剣
道
四
段

（
県
武
道
館
8
月
14
日
）

松
村

雄
太
（
千
葉
市
）

伊
藤

文
季

（
千
葉
市
）

田
坂

一
美
（
千
葉
市
）

渡
辺
有
希
乃

（
千
葉
市
）

藤
河

直
美
（
習
志
野
市
）

田
中

大
陸

（
船
橋
市
）

大
野

慶
悟
（
船
橋
市
）

齋
藤　
　

和

（
船
橋
市
）

時
岡

大
悟
（
船
橋
市
）

後
藤　
　

淳

（
船
橋
市
）

阿
部

貴
則
（
船
橋
市
）

柴
田

愛
美

（
船
橋
市
）

髙
須

愛
梨
（
船
橋
市
）

増
田

晴
日

（
船
橋
市
）

廣
瀬
亜
沙
美
（
船
橋
市
）

永
島

朋
子

（
船
橋
市
）

林

理
津
子
（
船
橋
市
）

山
口

真
生

（
市
川
市
）

城
村
健
太
郎
（
市
川
市
）

住
友

博
之

（
市
川
市
）

東
日
本
中
央
講
習
会
伝
達
講
習
会

4
月
16
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
軽
米

良
臣

受
講
者
59
名

第
53
回
千
葉
県
剣
道
演
武
大
会

4
月
10
日
（
土
）・
県
武
道
館

参
加
者
剣

道

130
名
・
居
合
道

20
名

立
身
流

2
名
・
杖

道

10
名

県
民
体
育
大
会
二
部
（
国
体
選
考
会
）

5
月
21
日（
土
）・
県
武
道
館

成
年
男
子

先
鋒

中
田
竜
之
介
（
習
志
野
市
）

次
鋒

筒
井

雄
大
（
夷

隅
）

中
堅

髙
橋

直
樹
（
山

武
）

副
将

蒔
田

直
人
（
夷

隅
）

大
将

白
石

哲
朗
（
千
葉
市
）

成
年
女
子

先
鋒

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

中
堅

関
川
紗
衣
子
（
夷

隅
）

大
将

吉
井

加
恵
（
船
橋
市
）

参
加
者

男
子
112
名
・
女
子
41
名

剣
道
講
習
会
（
六
段
限
定
）

5
月
28
日
（
土
）・
成
田
市
体
育
館

講

師

軽
米

良
臣

参
加
者

54
名

第
51
回
千
葉
県
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

7
月
6
日
（
土
）・
県
武
道
館

結

果
優

勝

大
西

希
望
（
千
葉
市
）

準
優
勝

田
添

千
尋
（
君
・
木
）

第
三
位

永
井

杏
奈
（
成

田
）

　
　
　
　

鬼
塚

彩
乃
（
君
・
木
）

参
加
者
99
名

幼
少
年
指
導
者
講
習
会

7
月
9
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
岩
切

公
治

髙
橋

進
一

参
加
者
80
名

剣
道
講
習
会
（
七
段
以
上
）

7
月
10
日
（
日
）・
県
武
道
館

講

師
忍
足　
　

功

岩
井

啓
能

柿
原

直
人

軽
米

良
臣

参
加
者
101
名

審
査
会
報
告
【
合
格
者
名
簿
】
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応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
礼
節
と
礼
儀
に
は
重
き
を
置
き
、
日

日
の
剣
道
精
進
を
通
じ
、
目
上
を
敬
う
心
と

上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を
見
る
習
慣
の
中

か
ら
和
と
協
調
の
精
神
を
涵
養
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
大
会
・
錬
成
会
・
合
同
稽
古
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
剣
友
会

と
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
、
交
剣
知
愛
の
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。

合
宿
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
部
内
行
事
も
充
実
し
て
お
り
、
保

護
者
の
協
力
体
制
の
も
と
で
相
互
の
親
睦

を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が
末
永
く
剣
道
を

続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

少
年
剣
道
五
常
之
会

■
稽
古
場
所

大
椎
小
学
校
・

あ
す
み
が
丘
小

学
校
・
土
気
南
小

学
校
・
土
気
南
中

学
校

■
稽
古
日

月
・
火
・
木
・
土
・

日
（
第
2
・
第
4
）

■
会
員

小
学
生
21
・

中
学
生
11

■
活
動
状
況
・

目
標
・
剣
道

以
外
の
行
事

少
年
剣
道
五

常
之
会
で
は
、
儒

教
の
教
え
を
参

考
に
誓
い
の
言

葉
を
唱
和
し
て

編
集
後
記

◎
毎
号
4
頁
に
連
載
し
て
い
る
「
ク
ロ
ス
オ
ー

バ
ー
（
地
区
剣
連
通
信
）」
は
、
今
号
よ
り
各

地
区
連
盟
傘
下
団
体
を
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

た
だ
き
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。。

広
報
委
員
会

青
木
薫
弘
・
時
村
尚
孝

原
田
辰
明
・
完
倉
正
師

千
葉
市
は
県
内
で
も
最
高
の
人
口
を
有
す
る

県
都
で
す
。
剣
道
人
口
も
多
く
一
般
会
員
で
初

段
以
上
の
段
位
取
得
者
は
約
600
名
で
す
。

千
葉
市
剣
道
連
盟
に
は
少
年
部
が
附
置
し
て

お
り
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
が
活
動
し
て

い
る
43
の
剣
友
会
と
30
校
の
中
学
剣
道
部
が
登

録
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
中
で
も
活
発
に
活

動
し
て
い
る
3
剣
友
会
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上
の
台
剣
友
会

■
稽
古
場
所

上
の
台
小
・
稲
浜
小
体
育
館
、
幕
張
本
郷

中
学
校
武
道
場
、
幕
張
総
合
高
校
武
道
場

■
稽
古
日

水
・
土
・
日

■
会
員

小
学
生
23
・
中

学
生
20
・
一
般
35

■
活
動
状
況

当
会
は
昭
和

五
十
八
年
に
発

足
、
今
年
で
創
立

三
十
九
周
年
と
な

り
ま
す
。

週
3
回
の
稽
古

を
通
年
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が
、

稽
古
場
所
に
よ
っ

て
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
一

度
に
入
れ
る
人
数

制
限
が
か
け
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
稽
古
時
間
を
工
夫
し
実
施
し
て

い
ま
す
。

面
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
新

た
な
規
制
に
少
々
の
戸
惑
い
を
感
じ
つ
つ
、

そ
れ
で
も
幼
稚
園
生
か
ら
年
配
者
ま
で
元
気

に
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

小
中
台
剣
友
会

■
稽
古
場
所

小
中
台
小
学
校
体
育
館

■
稽
古
日

木
・
土
・
日

■
会
員

小
学
生
31
・
中
学
生
16
・
一
般
29

■
活
動
状
況
・
目
標
・
剣
道
以
外
の
行
事

昭
和
四
十
五

年
の
発
足
以
来
、

千
葉
県
警
察
の

ご
厚
意
に
よ
り

タ
ッ
チ
ヤ
ン
グ

活
動
（
警
察
職

員
と
少
年
の
心

の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
、
規
範
意

識
や
自
制
心
な

ど
を
育
み
少
年

非
行
の
防
止
を

図
る
）
を
拠
り

所
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
心

身
と
も
に
「
正

し
く
・
強
い
剣

道
」
を
目
指
し

て
、
年
齢
・
体

力
・
習
熟
度
に 千

葉
市
剣
道
連
盟

加
盟
団
体
紹
介

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
（
地
区
剣
連
通
信
）

お知らせ

千葉県剣道連盟
ホームページ

▼

行事に関する
お知らせは連盟
ホームページに
掲載いたします。

稽
古
に
励
み
ま
す
。

仁
…
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
人
に
。

義
…
世
の
為
人
の
為
に
尽
く
す
人
に
。

礼
…
礼
儀
正
し
く
心
の
清
ら
か
な
人
に
。

智
…
善
し
悪
し
の
分
か
る
人
に
。

信
…
偽
り
の
な
い
心
の
素
直
な
人
に
。

そ
し
て
剣
道
を
正
し
く
真
剣
に
修
行
し

心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

主
な
行
事
は
、
一
日
稽
古
会
（
午
後
・
奉

仕
活
動
）、
部
内
大
会
（
春
・
秋
）、
合
宿
、

稽
古
納
め
、
稽
古
始
め
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
有
）、
そ
の
他
対
外
試
合
な
ど
で
す
。

行
事
の
際
に
は
大
人
の
部
で
あ
る
無
門
舘

や
心
和
婦
人
教
室
か
ら
大
勢
の
方
の
協
力
が

あ
り
、
更
な
る
賑
わ
い
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
初
心
者
か
ら
経

験
者
ま
で
剣
道
に
末
永
く
携
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。




